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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天レールと地レール間にパネル板を支持する支柱を立設し、該支柱の上端部に装着した
天固定金具で天レールあるいは天井に固定する構造の間仕切パネルにおいて、前記天レー
ルは下方開放した断面略コ字形であり、前記支柱の上端部に上下スライド可能に嵌挿した
天固定金具を側方からネジによる突っ張りによって上下動不能に固定し、該天固定金具の
上端に設けた固定片を天レールの天面板に接合してネジ止め固定可能な構造の支柱固定装
置であって、前記天固定金具は、一側面となる連結板の両側から直角に前板と後板を折曲
して平面視略コ字形とし、前記連結板の上端部の中央に切欠部を形成するとともに、該切
欠部の両側に前記固定片を設け、更に前記前板と後板の上部に横幅を広くして前記支柱の
上端に当止する幅広部を設けていることを特徴とする間仕切パネルにおける支柱固定装置
。
【請求項２】
　前記支柱の上端は、立起状態において前記天レールの下端よりも低い位置になるように
設定し、前記天固定金具の幅広部が前記支柱の上端に当接した状態でも、該天固定金具上
部が前記天レールの下端よりも高い位置に保持されている請求項１記載の間仕切パネルに
おける支柱固定装置。
【請求項３】
　前記天固定金具の固定片は、前記前板と後板の側縁よりも側方へ延び、その先端部には
前記天レールあるいは天井にネジ止めするための通孔を形成してなる請求項１記載の間仕
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切パネルにおける支柱固定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、間仕切パネルにおける支柱固定装置に係わり、更に詳しくは支柱の上端部を
天レールあるいは天井に固定するための間仕切パネルにおける支柱固定装置に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来から天井に取付けた天レールと床面に敷設した地レールとの間に所定間隔で支柱を
立設し、両支柱に適宜な係止手段にて表裏両面にパネル板を係止して装着した間仕切パネ
ルは各種提供されている。具体的には、前記支柱は下端に設けたアジャスターを上向き開
放の断面略コ字形の前記地レール内に載支するとともに、該支柱の上端に設けた天固定金
具を下方開放した断面略コ字形の前記天レールの内部で天井にネジ止め固定し、隣接する
支柱間には下部に前記アジャスターを利用してパネル受け部材を架設するとともに、上下
中間位置に単数又は複数の横桟を横設して隣接する支柱の間隔を一定に保持している。
【０００３】
　特許文献１には、支柱の上端部に上下スライド可能に内嵌した天固定金具を、天レール
の凹溝内に嵌挿して支柱を保持する構造が開示されている。ここで、前記支柱の上端は、
立起状態で前記天レールの両垂下板の下端よりも高い位置に設定され、両側に前記天レー
ルを受け入れる切欠部を設けた構造であり、前記支柱の前面板と前記天固定金具とで天レ
ールの垂下板を内外から挟み込んで、支柱を保持するという構成である。従って、前記天
固定金具が存在しなくても、支柱が面外方向に傾倒することはなかったが、支柱が長くな
り、その取り回しに難があった。更に、天固定金具に天レール若しくは天井に固定するた
めの構造がなかった。通常、前記天固定金具は、ネジによる突っ張りによって支柱内に圧
接して上下動不能に固定するが、ネジが緩めば自重で下がり、支柱内に落ち込むという問
題もある。
【０００４】
　一方、特許文献２には、支柱の上端部に嵌挿した天固定金具を、天レール内で天井にネ
ジ止め固定するとともに、天固定金具を支柱の上端部に側方からネジ止めする構造が開示
されているが、前記支柱の上端部も前記天レール内に収まる構造であり、前記同様に支柱
が長くなり、その取り回しに難があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第４１５５２３９号公報
【特許文献２】特開２０１４－１６３１６８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明が前述の状況に鑑み、解決しようとするところは、天レールと地レール
間にパネル板を支持する支柱を立設し、該支柱の上端部に上下スライド可能に嵌挿した天
固定金具で天レールあるいは天井に固定することが可能であり、側方からのネジの突っ張
りによって天固定金具を上下動不能に固定する構造を備え、ネジが緩んでも天固定金具が
支柱内に落ち込まず、また支柱の長さを抑制して取り回しを容易にした場合でも、支柱の
面外方向への傾倒を抑制することが可能な間仕切パネルにおける支柱固定装置を提供する
点にある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、前述の課題解決のために、天レールと地レール間にパネル板を支持する支柱
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を立設し、該支柱の上端部に装着した天固定金具で天レールあるいは天井に固定する構造
の間仕切パネルにおいて、前記天レールは下方開放した断面略コ字形であり、前記支柱の
上端部に上下スライド可能に嵌挿した天固定金具を側方からネジによる突っ張りによって
上下動不能に固定し、該天固定金具の上端に設けた固定片を天レールの天面板に接合して
ネジ止め固定可能な構造の支柱固定装置であって、前記天固定金具は、一側面となる連結
板の両側から直角に前板と後板を折曲して平面視略コ字形とし、前記連結板の上端部の中
央に切欠部を形成するとともに、該切欠部の両側に前記固定片を設け、更に前記前板と後
板の上部に横幅を広くして前記支柱の上端に当止する幅広部を設けていることを特徴とす
る間仕切パネルにおける支柱固定装置を構成した（請求項１）。
【０００９】
　更に、前記支柱の上端は、立起状態において前記天レールの下端よりも低い位置になる
ように設定し、前記天固定金具の幅広部が前記支柱の上端に当接した状態でも、該天固定
金具上部が前記天レールの下端よりも高い位置に保持されていることも好ましい（請求項
２）。
【００１０】
　そして、前記天固定金具の固定片は、前記前板と後板の側縁よりも側方へ延び、その先
端部には前記天レールあるいは天井にネジ止めするための通孔を形成してなることも好ま
しい（請求項３）。
【発明の効果】
【００１１】
　以上にしてなる請求項１に係る発明の間仕切パネルにおける支柱固定装置は、天レール
と地レール間にパネル板を支持する支柱を立設し、該支柱の上端部に装着した天固定金具
で天レールあるいは天井に固定する構造の間仕切パネルにおいて、前記天レールは下方開
放した断面略コ字形であり、前記支柱の上端部に上下スライド可能に嵌挿した天固定金具
を側方からネジによる突っ張りによって上下動不能に固定し、該天固定金具の上端に設け
た固定片を天レールの天面板に接合してネジ止め固定可能な構造の支柱固定装置であって
、前記天固定金具は、一側面となる連結板の両側から直角に前板と後板を折曲して平面視
略コ字形とし、前記連結板の上端部の中央に切欠部を形成するとともに、該切欠部の両側
に前記固定片を設け、更に前記前板と後板の上部に横幅を広くして前記支柱の上端に当止
する幅広部を設けているので、構造が簡単で安価に製造でき、支柱の上端部を天固定金具
を介して天レールあるいは天井に固定することができ、側方からの突っ張りによって天固
定金具を上下動不能に固定するネジが緩んでも幅広部が確実に支柱の上端に当止されるの
で天固定金具が支柱内に落ち込まず、また支柱の長さを抑制して取り回しを容易にした場
合でも、支柱の面外方向への傾倒を抑制することができる。また、前記天固定金具の切欠
部は、前記天レールを天井に固定するための固定ネジを逃がすことができるとともに、天
レール内に沿って配線する場合に配線コードを挿通することができる。
【００１３】
　請求項２によれば、前記支柱の上端は、立起状態において前記天レールの下端よりも低
い位置になるように設定し、前記天固定金具の幅広部が前記支柱の上端に当接した状態で
も、該天固定金具上部が前記天レールの下端よりも高い位置に保持されているので、天固
定金具を支柱に突っ張り固定するネジが緩んで該天固定金具が下降しても、幅広部が支柱
の上端に当止した状態で、該天固定金具の上部が天レール内に位置して支柱の面外方向へ
の傾倒を防止することができる。
【００１４】
　請求項３によれば、前記天固定金具の固定片は、前記前板と後板の側縁よりも側方へ延
び、その先端部には前記天レールあるいは天井にネジ止めするための通孔を形成してなる
ので、天固定金具を介して支柱の上端部を天レールあるいは天井に確実にネジ止め固定す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
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【図１】本発明に係る間仕切パネルのフレーム構造を示す部分正面図である。
【図２】同じく本発明に係る間仕切パネルのフレーム構造を示す部分縦断側面図である。
【図３】パネル板の上部構造を示す部分斜視図である。
【図４】パネル板の下部構造を示す部分斜視図である。
【図５】パネル板を支柱に係止した状態の部分横断平面図である。
【図６】アジャスターとパネル受け部材との関係を示す斜視図である。
【図７】アジャスターを示し，（ａ）は平面図、（ｂ）は側面図、（ｃ）は縦断面図であ
る。
【図８】間仕切パネルのフレーム構造の下部を示す部分正面図である。
【図９】同じく間仕切パネルのフレーム構造の下部を示す縦断側面図である。
【図１０】天固定金具を示す斜視図である。
【図１１】天固定金具を示し、（ａ）は縦断面図、（ｂ）は側面図、（ｃ）は支柱の上端
に天固定金具を装着した状態の底面図である。
【図１２】天固定金具によって支柱を天井に固定した状態の縦断側面図である。
【図１３】天固定金具を天レールの底面に突き当てた状態の正面図である。
【図１４】天固定金具が支柱に対して下がった状態の正面図である。
【図１５】支柱に支持金具を介して横桟を連結する構造を示す部分正面図である。
【図１６】支持金具を示し、（ａ）は斜視図、（ｂ）は平面図、（ｃ）は正面図である。
【図１７】支柱に支持金具を介して横桟を連結した状態を示す部分縦断側面図である。
【図１８】支柱に支持金具を介して横桟を連結した状態の部分拡大縦断正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　次に、添付図面に示した実施形態に基づき、本発明を更に詳細に説明する。図１～図５
は、本発明に係る間仕切パネルの構造を示し、図中符号１は天レール、２は地レール、３
は支柱、４はアジャスター、５は天固定金具、６はパネル受け部材、７は横桟、８はパネ
ル板、９は支持金具をそれぞれ示している。
【００１７】
　本発明に係る間仕切パネルは、天井Ｓに取付けた天レール１と床面Ｆに敷設した地レー
ル２との間に所定間隔で支柱３，…を立設し、具体的には前記支柱３は下端に設けたアジ
ャスター４を上向き開放の断面略コ字形の前記地レール２内に載支するとともに、該支柱
３の上端に設けた天固定金具５を下方開放した断面略コ字形の前記天レール１の内部で天
井Ｓにネジ止め固定し、隣接する支柱３，３間には下部に前記アジャスター４を利用して
パネル受け部材６を架設するとともに、上下中間位置に単数又は複数の横桟７を横設して
、隣接する支柱３，３の間隔を一定に保持し、そして両支柱３，３に適宜な係止手段にて
表裏両面にパネル板８，８を係止して装着する。ここで、前記横桟７は、前記支柱３に取
付けられた支持金具９によって連結されている。
【００１８】
　本発明のパネル板８は、図３～図５に示すように、スチール製の表面板１０の周囲を裏
面側へ折曲して縁部１１を形成し、裏面側に石膏ボード等の防音性に優れた芯材１２が接
着された構造である。更に詳しくは、前記縁部１１は、両側にあっては前記表面板１０を
裏面側に略直角に折曲して端面板１３を形成し、更に該端面板１３の後端を内方へ直角よ
りもやや小さな角度に折曲して裏面板１４を形成し、該裏面板１４には上下方向に所定間
隔毎に縦長の係止孔１５，…を形成し、上縁部にあっては前記表面板１０の上端から裏面
側へ略直角に折曲して上面板１６を形成するとともに、該上面板１６の端縁を下方へ略直
角に折曲して補強板１７を形成し、該補強板１７の下端と前記芯材１２の上面１２Ａとの
間に空間Ｇを設けた構造である。尚、前記パネル板８の下縁部の構造も上縁部と同様であ
り、前記表面板１０の下端から裏面側へ略直角に折曲して下面板１８を形成するとともに
、該下面板１８の端縁を上方へ略直角に折曲して補強板１９を形成し、縁部１１を形成し
ている。
【００１９】
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　前記パネル板８を前記支柱３に係止するには、図１及び図２に示すように、前記支柱３
の両側面で所定高さ位置に、前後両端部が該支柱３から突出するように係止板２０をネジ
止めする。この係止板２０の両端部には、上向きフック部２１，２１が形成されており、
該上向きフック部２１に前記パネル板８の両側の裏面板１４に形成した係止孔１５を係止
する。尚、前記パネル板８を前記支柱３に係止する構造は、前述のものに限らず、従来公
知の各種係止手段を採用できる。
【００２０】
　ここで、前記パネル板８の上部には予めシール材２２が装着されており、前記パネル板
８を支柱３に係止すると同時に、パネル板８の上部と天レール１との間の隙間が閉塞され
るようになっている。前記シール材２２は、図３に示すように、硬質と軟質の二種類のエ
ラストマー等の弾性材料の押し出し成形品であり、前記パネル板８の補強板１７と上面板
１６にかけて弾性的に外覆するとともに、補強板１７の下端に係止する係止部２３を備え
、更に下方へ延びて前記芯材１２に接触する第１シール部２４と外側に突出して前記天レ
ール１に接触する第２シール部２５とを備えている。本実施形態では、前記シール材９の
材質は、非鉛ＰＶＣとしている。
【００２１】
　前記パネル板８の下端は、図４に示すように、補強板１９の一部を切起して下向きの突
片２６を形成し、前記パネル受け部材６の水平な受板２７に形成した係合孔２８に落とし
込み係合して該パネル板８の面外方向の撓み変形を防止している。また、壁面Ｗに対して
は、図５に示すように、前記支柱３は使用せず、該壁面Ｗに沿って側方開放した断面略コ
字形の端部部材２９を固定し、該端部部材２９の凹溝内に配置した合成樹脂製のスペーサ
ー部材３０とで、前記パネル板８の側端部を弾性的に保持している。
【００２２】
　次に、各部の詳細を更に詳しく説明する。先ず、前記支柱３は、図１、図２及び図５に
示すように、正面視において横幅が従来の支柱よりも狭く、奥行は従来の支柱と同じ寸法
に設定され、軽量化とコストダウンが図られている。前記支柱３は、断面略Ｃ字形で外形
形状が長方形の杆体であり、短辺側が正面を向くように配置する。前記支柱３は、スチー
ル板を折曲して形成し、短辺側の前面板３１と後面板３２、長辺側の側面板３３とその対
面側の両側片３４，３４とで形成され、両側片３４，３４間には隙間があるが、勿論隙間
が無くても良い。本実施形態の支柱３の横幅は狭いので、前記前面板３１と後面板３２に
、前記パネル板８を係止するための係止孔を２列形成し、係止具によってパネル板８を係
止することが難しい。そのため、前記係止板２０を前記支柱３の側面板３３及び両側片３
４，３４にネジ止めしたのである。
【００２３】
　前記アジャスター４は、図１、図２、図６～図９に示すように、正面視において下半分
は従来と同様な横幅を有し、前記支柱３の下端部を嵌着する上半分は前記支柱３の横幅に
応じて横幅を小さくした形状であり、前記支柱３の下端部に装着するアジャスター受け部
材３５と、該アジャスター受け部材３５に鉛直方向から螺合して前記地レール２内に載置
するアジャスターボルト３６とからなるとともに、両側にパネル板８の下端を支えるパネ
ル受け部材６を支持するための係止手段を備えている。具体的には、前記アジャスター受
け部材３５は、一側面となる連結板３７の両側から直角に前板３８と後板３９を折曲して
平面視略コ字形とし、更に前記連結板３７の下端を直角に折曲して水平な底面板４０を形
成して前記前板３８と後板３９の間の空間を塞ぐとともに、該底面板４０の両縁部を前記
前板３８と後板３９の下端に当接し、荷重を受けても変形しないようにしている。前記底
面板４０の中央部には螺孔４１を形成し、前記アジャスターボルト３６を下方から螺合し
ている。
【００２４】
　前記アジャスター受け部材３５の前板３８と後板３９は、図６及び図７に示すように、
上下中間位置で段差部４２を設けて上半分の横幅を狭く、下半分の横幅を広く形成し、前
記連結板３７の上下中間位置に前記段差部４２と上面が同一高さレベルに係止片４３を切
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起し形成するとともに、前記段差部４２の外側端部には、前記前板３８と後板３９の面よ
り内側に側面視Ｌ字状に上向きの係止爪４４，４４を形成している。
【００２５】
　つまり、前記アジャスター受け部材３５は、正面視において上下中間位置に段差部４２
を設けて上半分の横幅を狭く、下半分の横幅を広く形成し、上半分に前記支柱３の下端部
を嵌着し、前記段差部４２と反対側の面に前記パネル受け部材６の端部を載支してネジ止
めする係止片４３を切起し形成するとともに、前記段差部４２に前記パネル受け部材６の
端部に形成した孔に係合する上向きの係止爪４４，４４を形成したことが特徴であり、そ
の他の構成は適宜変更可能である。
【００２６】
　前記支柱３の下端部は、図８及び図９に示すように、前面板３１と後面板３２を残して
、前記側面板３３と両側片３４，３４を切り欠いた形状であり、この切欠端４５は該支柱
３の下端部を前記アジャスター受け部材３５の上半分に外嵌した際に、前記段差部４２と
係止片４３の上面に当止される。また、前記アジャスター受け部材３５の前板３８と後板
３９の外面であって、前記支柱３に嵌合する部分には外向きに突出した片球状突起４６，
４６を上下に形成し、支柱３に密嵌するようになっている。
【００２７】
　そして、前記支柱３の下端部に装着された前記アジャスター４によって、前記パネル受
け部材６の端部が支持される。具体的には、図６に示すように、前記パネル受け部材６は
、前記地レール２の上部を外被することができる下方開放の断面略コ字形の長尺部材であ
り、前記地レール２の外側に位置する垂直な吊板４７の下縁には外向きに前記受板２７を
折曲形成し、また上板４８の端部には、中央部に取付孔４９、その左右部に前記保持孔５
０，５０が形成されている。ここで、前記保持孔５０の形状は角孔としたが、円孔でも構
わない。そして、前記アジャスター受け部材３５の係止片４３が形成されている側では、
前記パネル受け部材６の端部を該係止片４３に載置し、前記取付孔４９に挿通したタッピ
ンネジ５１を係止片４３に形成した下穴５２に螺合し、その反対側にあっては前記パネル
受け部材６の端部を両段差部４２，４２に載置すると同時に、両係止爪４４，４４を両保
持孔５０，５０に受け入れて係合する。
【００２８】
　また、前記アジャスター受け部材３５の連結板３７の上半分において、中央線に沿って
少なくとも上下２箇所に通孔５３，…を形成してあり、天井Ｓまで達しない中間高さの間
仕切パネルでは、前記支柱３を天井Ｓに固定することができないので、前記支柱３とアジ
ャスター受け部材３５を、前記通孔５３，…を利用してネジ止め、あるいは圧接して強固
に連結する。
【００２９】
　前天固定金具５は、図１、図２、図１０～図１４に示すように、前記アジャスター受け
部材３５と同様に、一側面となる連結板５４の両側から直角に前板５５と後板５６を折曲
して平面視略コ字形とし、更に前記連結板５４の上端部の中央に切欠部５７を形成すると
ともに、該切欠部５７の両側の連結板５４の上端に固定片５８，５８を折曲形成している
。前記天固定金具５の下部は、前記支柱３の上端部に上下スライド可能に嵌挿する大きさ
に設定し、該支柱３に対する固定には、締付ネジ５９による圧接を利用する。つまり、前
記連結板５４の下部の幅方向中央部に、前板５５と後板５６で形成される凹溝内に向けて
一部を膨出させて固定台部６０を形成し、該固定台部６０の上下に形成した複数の下穴６
１，…に凹溝内からタッピンネジからなる前記締付ネジ５９を螺合する。そして、図１２
及び図１３に示すように、前記天固定金具５の下部を、凹溝側を前記側片３４，３４側に
向けて前記支柱３に嵌挿した状態で、前記側片３４，３４の間に臨む前記締付ネジ５９の
頭部をドライバーで回して、該締付ネジ５９の先端を前記支柱３の側面板３３の内面に圧
接することにより、前板５５と後板５６の側縁が前記支柱３の両側片３４，３４の内面に
圧接して、その摩擦力によって固定させるのである。
【００３０】
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　また、前記天固定金具５の固定片５８，５８は、前記前板５５と後板５６の側縁よりも
側方へ延び、その先端部には前記天レール１あるいは天井Ｓにネジ止めするための通孔６
３を形成している。そして、前記固定片５８，５８は、前記天レール１の天面板６２の下
面に当接し、該固定片５８に形成した通孔６３に下方から挿入した固定ネジ６４で前記天
面板６２とともに天井Ｓにネジ止めする。尚、前記天固定金具５の前板５５と後板５６の
上部には外側へ小さな突出部６５，６５をプレス形成し、前記天レール１の両垂下板６６
，６６の内面に密接するようにしている。また、前記天固定金具５の切欠部５７は、前記
天レール１を天井Ｓに固定するための固定ネジ６７を逃がすためのものであり、該天固定
金具５の天レール１のどの位置でも固定できるようにしている。また、前記天レール１内
に沿って配線することもあるので、配線コードを挿通するために、前記切欠部５７を大き
く形成している。
【００３１】
　ここで、前記支柱３の上端は、立起状態において施工性を考慮して前記天レール１の垂
下板６６の下端よりも低い位置になるように設定している。そのため、前記天固定金具５
の締付ネジ５９を緩めた状態でも、該天固定金具５が前記天レール１の垂下板６６の下端
より下がらないようにするため、前記前板５５と後板５６の上部に幅広部６８を設けて横
幅を広くしている。前記幅広部６８は図示したように段差を設けた横幅が広がっても、ま
た徐々に傾斜して広がっても良い。つまり、図１４に示すように、前記支柱３の上端部に
嵌挿した前記天固定金具５が下がって、前記幅広部６８が前記支柱３の側片３４，３４の
上端に当止した状態になっても、該天固定金具５の上部が前記天レール１の両垂下板６６
，６６の下端よりも高い位置に保持され、もって前記天固定金具５によって天井Ｓに固定
する前に、前記支柱３が不意に前後方向に倒れないようにしている。それに対して、従来
は、立起状態の支柱３の上端部が常に天レール１に重なって係合しているような構造であ
ったため、該支柱３が前後方向に倒れる恐れはなかったが、支柱３が長くなって施工性が
悪いという問題を有していた。
【００３２】
　次に、前記横桟７を、支持金具９を用いて前記支柱３，３間に架設する構造を、図１、
図２、図１５～図１８に基づいて説明する。前記横桟７は、下向き開放した断面略コ字形
の長尺部材であり、前記パネル受け部材６と同じ長さに設定し、隣接する前記支柱３，３
の間隔を正確に一定に設定しながら、該支柱３を立起状態に施工できるようにしている。
前記支持金具９は、厚さ１ｍｍ以下、好ましくは厚さ０．８ｍｍのスチール板から作成し
、垂直な固定板６９と水平な支持板７０とを有する正面視略Ｌ字形に形成した部材であり
、該固定板６９と支持板７０の屈曲部７１の近傍に幅の狭いくびれ部７２を形成するとと
もに、該くびれ部７２に対応する前記固定板６９の両側に上向きフック片７３，７３を切
起して形成している。
【００３３】
　前記フック片７３は、前記固定板６９に直角で前記支持板７０とは反対側に延びた基部
７３Ａと、該基部７３Ａから前記屈曲部７１の側へ直角に延びた先端部７３Ｂを有する正
面視略Ｌ字形であり、該先端部７３Ｂの先端で前記屈曲部７１の側に小さく突出した当止
部７３Ｃを形成している。また、前記固定板６９の両側部には縦長の長孔７４，７４を形
成するとともに、前記支持板７０の中央に下方へバーリング加工した連結孔７５を形成し
ている。尚、前記連結孔７５は、タッピンネジを用いる場合には下穴となり、通常の小ネ
ジを用いる場合には螺孔とする。また、前記支持金具９は、板厚が薄いため、前記固定板
６９を平らな面に取付ける際に、前記フック片７３が邪魔になった場合にはプライヤー等
で簡単に曲げて該固定板６９の面と面一にすることができる。
【００３４】
　図１５及び図１８に示すように、前記支持金具９を取付ける前記支柱３の側面板３３と
両側片３４，３４には、その面の両側部に一対の係合孔７６，７６を並設してある。つま
り、前記側面板３３には左右両側部に、前記側片３４，３４にはそれぞれに係合孔７６を
形成している。前記係合孔７６は、縦長孔であても円形孔であっても構わないが、加工性
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から円形孔が好ましい。前記支持金具９を支柱３に取付けるには、図１５に示すように、
前記支持板７０を上方に向けた傾斜状態で、前記フック片７３，７３を前記支柱３の係合
孔７６，７６に挿入し、前記屈曲部７１を支柱３の側面に当接して該屈曲部７１を支点と
して前記固定板６９が垂直に、前記支持板７０が水平になるまで回転させると、前記固定
板６９が支柱３の側面に当接し、前記フック片７３が深く係合して当止部７３Ｃが側面板
３３あるいは側片３４の内面に当接した状態で保持される。それから、前記横桟７の下向
き凹溝内に前記支持金具９の支持板７０を受け入れ、横桟７の水平な上板７７を支持板７
０に載置し、該上板７７の通孔に挿通したネジ７８を前記連結孔７５に螺合して連結する
。尚、前記支持金具９の支持板７０に横桟７を連結してそのままの姿勢を維持できる場合
には、前記フック片７３が支柱３の係合孔７６から抜けることがないので、前記固定板６
９を支柱３に必ずしもネジ止めする必要はないが、前記支柱３，３間の連結強度を高める
ために、前記固定板６９を長孔７４，７４を利用して支柱３の側面板３３あるいは側片３
４，３４にネジ止めすることも好ましい。
【符号の説明】
【００３５】
１　天レール、　　　　　　　２　地レール、
３　支柱、　　　　　　　　　４　アジャスター、
５　天固定金具、　　　　　　６　パネル受け部材、
７　横桟、　　　　　　　　　８　パネル板、
９　支持金具、　　　　　　　１０　表面板、
１１　縁部、　　　　　　　　１２　芯材、
１３　端面板、　　　　　　　１４　裏面板、
１５　係止孔、　　　　　　　１６　上面板、
１７　補強板、　　　　　　　１８　下面板、
１９　補強板、　　　　　　　２０　係止板、
２１　上向きフック部、　　　２２　シール材、
２３　係止部、　　　　　　　２４　第１シール部、
２５　第２シール部、　　　　２６　突片、
２７　受板、　　　　　　　　２８　係合孔、
２９　端部部材、　　　　　　３０　スペーサー部材、
３１　前面板、　　　　　　　３２　後面板、
３３　側面板、　　　　　　　３４　側片、
３５　アジャスター受け部材、３６　アジャスターボルト、
３７　連結板、　　　　　　　３８　前板、
３９　後板、　　　　　　　　４０　底面板、
４１　螺孔、　　　　　　　　４２　段差部、
４３　係止片、　　　　　　　４４　係止爪、
４５　切欠端、　　　　　　　４６　突起、
４７　吊板、　　　　　　　　４８　上板、
４９　取付孔、　　　　　　　５０　保持孔、
５１　タッピンネジ、　　　　５２　下穴、
５３　通孔、　　　　　　　　５４　連結板、
５５　前板、　　　　　　　　５６　後板、
５７　切欠部、　　　　　　　５８　固定片、
５９　締付ネジ、　　　　　　６０　固定台部、
６１　下穴、　　　　　　　　６２　天面板、
６３　通孔、　　　　　　　　６４　固定ネジ、
６５　突出部、　　　　　　　６６　垂下板、
６７　固定ネジ、　　　　　　６８　幅広部、
６９　固定板、　　　　　　　７０　支持板、
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７１　屈曲部、　　　　　　　７２　くびれ部、
７３　フック片、　　　　　　７３Ａ　基部、
７３Ｂ　先端部、　　　　　　７３Ｃ　当止部、
７４　長孔、　　　　　　　　７５　連結孔、
７６　係合孔、　　　　　　　７７　上板、
７８　ネジ、
Ｆ　床面、
Ｓ　天井、
Ｗ　壁面。
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【図１３】 【図１４】
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